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定例記者会見 報道資料 

令和 4 年８月３０日 

奈良市 観光経済部 産業政策課 

電話 0742-34-4741 

 

 

奈良女子大学と連携協定締結、産学官連携を進めます！ 

～活力ある地域社会の創造に向けて高等教育機関との連携を強化～ 

 

奈良市では、本市産業の活性化を目的に、商業・中小企業の振興、伝統産業の保護、労働者福祉、

起業支援、企業誘致等の取り組みを実施しています。 

令和 4 年３月には、本市と奈良先端科学技術大学院大学及び奈良工業高等専門学校の三者で産業

分野において連携協定を締結しました。この度、さらに産学官連携の輪を広げるため、令和 4 年 4

月に日本の女子大学としては史上初の工学部を開設した奈良女子大学と本市は、それぞれが保有す

る知的・人的・物的資源等を有効に活用し、相互に連携・協力することで、地域の産業振興と経済

の持続的な発展に寄与することを目的として、連携協定を締結します。 
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●連携内容 

連携協定の締結により産業分野における連携を強化し、活力ある地域社会の創造を進めます。 

＜連携・協力する事項＞ 

（１） 産業政策の推進に関する事項 

（２） 市内企業との共同開発、共同研究などの促進に関する事項 

（３） 学生及び卒業生の、市内企業への就職に関する事項 

（４） 学生に対する共同教育・社会実装教育などの推進に関する事項 

（５） 地域の課題解決に関する事項 

（６） その他本協定の推進のために必要な事項 

 

●調印者 

国立大学法人 奈良国立大学機構 奈良女子大学 学長  今岡 春樹（いまおか はるき） 

奈良市                   市長  仲川 げん 
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●連携先 

名 称：国立大学法人 奈良国立大学機構 奈良女子大学 

所 在 地：〒630-8506 奈良県奈良市北魚屋東町 

設 立 ：昭和24年5月31日 

代 表 者：学長 今岡 春樹 

学 生 数：2,591名（令和4年5月1日現在） 

概要： 

 奈良女子大学は、明治 41 年に女子教員の養成を目的として設置された奈良女子高等師範学校を

その前身とし、昭和 24 年国立学校設置法の公布により、奈良女子高等師範学校を母体として奈良

女子大学が発足しました。「女子の最高教育機関として、広く知識を授けるとともに、専門の学術

文化を教授、研究し、その能力を展開させるとともに、学術の理論及び応用を教授、研究し、その

深奥を究めて、文化の進展に寄与すること」を目的として教育研究活動を行っています。 

 2022 年 4 月には、女子大学として日本初の工学部を開設しました。専門分野には生体医工学（生

体情報計測・福祉工学）・情報（プログラミング・センシング）を含む人間情報分野、環境デザイ

ン（環境・建築・造形デザイン）・材料工学（有機、無機、物理化学・高分子）を含む人間環境分

野があります。「STEAM 教育」とリベラルアーツをテーマに先進的なカリキュラムを導入し、科

学・技術・工学・数学・アートの領域を横断的に学ぶことでエンジニアに必要とされる幅広い教養

を身につけます。そして、PBL（創造的課題解決学習）と専門教育により実践的に専門性を高め、

ICT やグローバル社会に適応した国際競争力を持つ次世代リーダーとなる人材を育成し、奈良から

新分野の創造を担う女性エンジニアを輩出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●連携内容等に関する問い合わせ先（報道関係者向け） 

国立大学法人 奈良国立大学機構 奈良女子大学 社会連携センター 

電話番号：0742-20-3968 

E-mail：liaison@cc.nara-wu.ac.jp 
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（参考） 

奈良先端科学技術大学院大学・奈良工業高等専門学校との連携協定式（令和４年３月２９日） 

 

  

左から、 

奈良工業高等専門学校 後藤校長、仲川げん奈良市長、奈良先端科学技術大学院大学 塩崎学長 

 

 


